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Serial Dilutions of Antibody

Contrel Antigen = 100ng —— Antigen= 10ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、スカベンジャー受容体システインリッチ（SRCR）スーパーファミリーのメンバーをコードしています。このファミリーのメンバーは、主に免疫系関連細胞に見られる分泌型または膜アンカー型タンパク質です。このタンパク質はI型膜貫通糖タンパク質であり、胸腺細胞、Tリンパ球、および一部のBリンパ球の表面に存在します。コードされているタンパク質は3つのSRCRドメインを含み、T細胞の増殖を制御する受容体として機能すると考えられます。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2016年10月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	MOLT4（1）、U937（2）、L1210（3）、HEK239（4）、およびHEK293-6e（5）細胞溶解物に対するCD5マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CD5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD5 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

